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町の世帯・人口 平成23年12月28日現在

人　　口

世帯数

男 17，482人

17，420人

34，902人

13，254世帯

女

計

日　本　人

●平成24年度町県民税（兼国民健康保険税）の申告…4

●高齢者日常生活圏域ニーズ調査結果…6

●西原町都市基本計画地域説明会…8

●西原町総合防災訓練………………9

●平成24年経済センサス－活動調査を実施します…10

●病後児保育事業について…………15

町道小那覇マリンタウ
ン線、全線開通！

（関連記事 １３ページ）
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お餅をついて、｢今年1年健康に！｣ 今年1年の西原町の発展を誓う
平成 24 年新春の集い 新春の首里城で小波津の獅子舞と棒術を披露

　沖縄キリスト教短期大学の 2 年生、板倉良太
さん ( 字上原 ) は福島県南相馬市出身。昨年 3 月
11 日に発生した東日本大震災で実家が被災しま
した。実家は福島第 1 原発から 10km 圏内にあ
るため、あの日以来実家に足を踏み入れていませ
ん。
　そんな板倉さんが、1 月 8 日に開催された平成
24 年西原町成人式に参加しました。地元でもな
い成人式の式典。当初は出席するつもりがなかっ
たそうですが「沖縄にいる叔母に、『一生に一度
の記念だし、参加したら』と言われて。」と、二十
歳の区切り、節目として式典に足を運びました。
　「自分の環境、人生が変わりました。」と震災を
振り返り、「工業高校に通っていて原発のことを
勉強していたので、今地元で何が起こっているの
か少しは理解できる。その分余計にこれからが不
安。高校のときは、事故なんて絶対に起きないと
学んだけど。」と、故郷への思いを語りました。
去年のお正月は南相馬市の実家で過ごしたそう
で、1 年後、こんな形で成人を迎えるとは夢にも
思わなかったことでしょう。「震災が、原発事故
がなかったら、地元の成人式に行くつもりでし
た。」地元の成人式は、福島県内 3 ヶ所で行われ

ますが、「いろいろ大変だから、帰らないことに
決めました。地元の友達にも会いたいけど、自分
で帰らないと決めたので年末年始も沖縄で過ごし
ました。」と語りました。
　20 歳の誕生日が目の前の板倉さん。これから
の抱負を聞くと「学校に呼びかけてボランティア
や被災地支援に取り組んでいる。実家でお米を
作っていたけど、今は農業ができる状況じゃない。
福島の農家が沖縄で米作りをできるように、活動
しています。」と語りました。4 月からは沖縄キ
リスト教学院大学に編入することが決まってお
り、将来は、「ボランティアに興味を持っていて、
人の役に立てる仕事を残りの大学 2 年間で探し
たい。」と夢を力強く語ってくれました。

福島への思いと将来の夢を抱いて、成人式に出席
● ● ● ● ● ● ●福島県出身の板倉さん● ● ● ● ● ● ●
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　首里城公園で正月の恒例行事として開催される「首
里城公園新春の宴」に、小波津伝統芸能保存会が出演
し、地域に伝わる獅子舞と棒術を演じました。同保存
会は、1 月1 日に下之御庭（しちゃぬうなー）
で催された、地域に伝わる民俗芸
能を披露する ｢琉球芸能の宴｣の
第2 部と第4 部に出演。華やかな獅
子の舞と力強い棒術の演武を披露
し、「新春の宴」を彩りました。

　｢平成24 年西
原町新春の集い｣
が1 月4 日、エリ
スリーナ西原ヒ
ルズガーデンで
開催され、多く
の町内企業や町
民が参加、新し

い年を祝うとともに、交流を深めました。
　新春のあいさつで上間明町長は｢新沖縄振興計画、
沖縄21 世紀ビジョンの策定や、沖縄振興一括交付金
が予算化され、地方自治体は地方分権時代の実力が
試される。｣と展望を語り、「本土復帰から40 年の節
　　　　　目の年。平和な沖縄のグランドデザイン
　　　　　　　　　を描き、子どもたちに輝かしい
　　　　　　　　　未来を残すために努力していき
　　　　　　　　　たい。｣と決意を述べました。

　町赤十字奉仕
団( 城間富子委員
長) が主催する恒
例の ｢ふれあい
餅つき大会｣が1
月5 日、町役場玄
関前で開催され

ました。会に先立ち、城間委員長が ｢今年も1 年、協
力して奉仕団の活動をがんばりましょう｣とあいさ
つしました。
　餅つき大会では20kg のもち米が用意され、「NPO
法人さわふじ地域活動支援センターさんさ
ん」の利用者を招き、代わる代わ
る餅つきに挑戦。つきたてのお餅
はぜんざいなどにして、来庁者な
どに振る舞われました。

今年も地域の安心･安全を守ります！
東部消防組合出初式

　今年で35 回目
を迎える東部消
防組合の出初式
が1 月6 日、同 組
合構内で開催さ
れました。同組合
の管理者、城間俊

安南風原町長は式辞で ｢各種災害から住民の生活、
安全を守るため、今後も消防体制の充実を目指す。｣
と決意を述べました。
　また、同組合消防団西原分団の島袋智之副分団長
　　　と神谷厚仁団員が、勤続10 年の永年勤続章を
　　　　　　　　　受けました。展示訓練では、事故
　　　　　　　　　車からの救助訓練と放水訓練を
　　　　　　　　行い、来場者に日ごろの成果を披
　　　　　　　　露しました。

昇り竜のごとく、昇り竜のごとく、昇り竜のごとく、昇り竜のごとく、 2012年を飛躍の年に！2012年を飛躍の年に！
町出身の上原慎也選手、J1の舞台で活躍を誓う町出身の上原慎也選手、J1の舞台で活躍を誓う

　西原町字幸地出身で、プロサッカーチームのコ
ンサドーレ札幌に所属する上原慎也選手が 12 月
27 日に町役場を訪れ、新しいシーズンに向けて抱
負を語りました。
　上原選手は西原中、西原高、沖縄大を経て 2009
年に札幌に入団。昨シーズンは 25 試合に出場して
2 得点し、その得点はいずれも、勝利を決める重要
なゴールになるなどの活躍でした。｢主に途中出場
だったが、4 試合スタメンで出場でき、自分の課題
が見つかった。長い時間集中してプレーできるよ
うにしたい。｣ と去ったシーズンを振り返りました。
　所属するコンサドーレ札幌はＪ２( Ｊリーグ 2
部 ) に所属した昨年、3 位に入り、2012 年シーズ
ンのＪ１( 同 1 部 ) への昇格が決定しています。始
めてＪ１で過ごすシーズンを前に上原選手は ｢チー

ムとしてできるだけ上位を目指し、Ｊ１残留を果
たしたい。個人的には長所のヘディングとスピー
ドを活かして、Ｊ１相手にどれだけ通用するか楽
しみ。通用できるようにしっかり練習して成長し
たい。｣ と抱負を述べました。また、去った 12 月
に長男が誕生、父親になったことを受け ｢家族が
増えたので、一層がんばりたい。｣ と力強く語り、
｢チームの先輩から『Ｊ１を経験するのはサッカー
選手としてぜんぜん違う』と聞いている。今から
楽しみ。｣ と、新シーズンを心待ちにしていました。
　上間明町長は ｢西原出身のプロサッカー選手と
して期待している。次のシーズンはＪ１でのプレー
が見られるので、これまでより一層、応援していき
たい。｣ とエールを送りました。

★上原選手から、西原の子どもたちにメッセージ★
　小学校から高校まで西原の学校でサッカーをしてき

て、監督やコーチのみなさんの教えを受けてしっかり

練習してきた。そのおかげでプロサッカー選手になる

ことができました。努力することで目標が見えてきま

す。西原でサッカーや他のスポーツをしているみんな

は、監督やコーチの言うことをしっかり聞いて、がん

ばってほしい。今年も応援よろしくお願いします！

プロサッカーリーグＪ１は 3 月 10 日
から開幕します。上原選手のＪ１での
挑戦を応援しましょう！
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平成２４年度 町県民税（兼国民健康保険税）の申告について平成２４年度 町県民税（兼国民健康保険税）の申告について
日頃は町の税務行政にご協力いただきありがとうございます。今年も町県民税の申告時期がやってまいりました。  
この申告は平成２４年度の町県民税、国保税の課税資料となります。       
町県民税の申告がありませんと・・・          　　
　　○所得証明書等が発行できない。
　　○国民健康保険税の軽減措置が受けられない。
　　○国民健康保険高額療養費の自己負担額の減額措置が受けられない。
　　○国民年金の免除申請および各種福祉手当の受給手続きができない。
　・・・などの不利益をこうむる場合があります。忘れずに申告をしていただきますよう、ご協力をお願いします。   
           
　◎申告の受付期間　　　２月１６日（木）〜３月１５日（木）（但し、土曜日・日曜日を除く）
   　　※３月４日（日）は受付を行います。
　◎申告の受付場所    西原町役場　第５庁舎会議室   　　　
                                      ※申告受付会場は１ヶ所のみになります。      
　◎申告の受付時間　　　

指定日に都合の悪い場合は、他の行政区の受付日に申告してください。　 
なお、3月12日～15日は大変混み合うことが予想されます。お早めに申告されるようご協力お願いします。

平成２４年２月１６日（木）
平成２４年２月１７日（金）
平成２４年２月２０日（月）
平成２４年２月２１日（火）
平成２４年２月２２日（水）
平成２４年２月２３日（木）
平成２４年２月２４日（金）
平成２４年２月２７日（月）
平成２４年２月２８日（火）
平成２４年２月２９日（水）
平成２４年３月１日（木）
平成２４年３月２日（金）
平成２４年３月４日（日）
平成２４年３月５日（月）
平成２４年３月６日（火）
平成２４年３月７日（水）
平成２４年３月８日（木）
平成２４年３月９日（金）
平成２４年３月１２日（月）
平成２４年３月１３日（火）
平成２４年３月１４日（水）
平成２４年３月１５日（木）

幸地・幸地高層住宅・幸地ハイツ
棚原・坂田・坂田高層住宅
上原・千原・森川
翁長・徳佐田
池田・小波津団地
与那城・西原ハイツ
兼久・平園・東崎
我謝・安室・桃原
小波津・県営西原団地・美咲
津花波・呉屋・西原台団地
内間・県営内間団地・小橋川
小那覇・掛保久・嘉手苅  
  

◎申告に必要な書類
　１． 申告書（送付されていない場合は、税務課窓口か申告会場で用意しています。）
　２． 印鑑（認印可）
　３． 平成２３年中の収入・支出を証明するもの（源泉徴収票・給与収入証明書・収支明細書・その他帳簿等）
　４． 社会保険料（※）・生命保険料等の支払証明書等(平成２３年中に支払ったもの）
　　 （※国民健康保険税、後期高齢者医療（長寿医療）保険料、国民年金保険料控除証明書・生命保険料控除証明書等）
   ５． 障害者手帳・療育手帳・精神保健手帳・障害者控除対象者認定書（障害者控除を受ける方）
   ６． 医療費の領収書（医療費控除を受ける方）（社会保険事務所・共済組合・市町村役所及び保険会社から
　　 医療費の補てんがある場合には、その金額が分かる書類）         
   ７． その他内容を確認する際に必要と思われるもの

◎申告の提出をしなくてもよい方
   １． 税務署で確定申告書を提出する方
   ２． 収入が給与のみで、勤務先から給与支払報告書（源泉徴収票）が提出されている方
   ３． 65歳以上（平成23年12月31日現在）で年金収入148万円未満の方、65歳未満（平成23年12月31日現在）で年金収入98万円未満の方

◎申告書の郵送について          
　申告書は前年に町県民税申告をした方・昨年２０歳になられた方・昨年転入者にのみ送付しています。転入者や中途退職者の方などは申告書が送付さ
れていても申告不要の場合と、申告書が送付されていなくても申告が必要な場合があります。詳しくは5ページ表により確認してくださいますようお願
いします。          
（申告書が送付されていない場合は、総務部税務課窓口もしくは会場に申告書を用意していますのでご利用ください。）

支払った医療費全額が
還付されるわけではあり
ません。ご注意ください。
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高齢者日常生活圏域 ニーズ調査結果高齢者日常生活圏域 ニーズ調査結果高齢者日常生活圏域 ニーズ調査結果高齢者日常生活圏域 ニーズ調査結果

お問い合わせ：福祉部介護支援課介護支援係　☎945-5013
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　訓 練 の 概 要　
日時：平成 24 年 2 月 15 日（水）9:00 ～ 11:00 ごろ　内容：地震と津波の発生を想定した避難訓練
避難対象範囲：平園自治会（３班）、さわふじ保育園、愛和保育園、西原東中学校（下の地図を参照）
参加団体：西原町 ･ 町教育委員会 ･ 東部消防本部 ･ 東部消防組合消防団 ･ 浦添警察署 ･ 町行政区自治会長会 ･ 平園自治会 ･　　
　　　　　 　町社会福祉協議会 ･ 町民生委員児童委員協議会 ･ 町地域包括支援センター ･ 町女性団体連絡協議会 ･ 町赤十字奉仕団
　　　　　　 ･ 西原東中学校 ･ 愛和保育園 ･ さわふじ保育園 ･( 株 ) サンエー・沖縄県ドクターヘリ ･ 西原町まちづくり研究会

　保険料の納付は「口座振替（口座引き落とし）」が “便利”でお得です。さらに国民年金保険料の納付には、
保険料額が割引される「前納制度」があります。
　下の表は、通常払（保険料月の翌月末の支払になります）と前納制度を利用したとき（保険料月の当
月末払・6ケ月前納・1年前納があります）の保険料額の比較です。
　口座振替で前納制度を利用されると最もお得になります。（保険料額は平成 23年度の額です）

国民年金保険料は前納がお得です。 国民年金保険料は前納がお得です。 国民年金保険料は前納がお得です。 

※前納のお申込期限
　１年前納及び上期６ヶ月（４月分～９月分）の前納申込期限は２月末日まで！！
　詳しくは下記までお問い合わせください。

【浦添年金事務所　877－0511　福祉部福祉課年金係　945-5311】

平成 23 年度
1 ヶ月分 6 ヶ月分 1 年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額
毎月納付（納付書による現金納
付及び翌月末振替の口座振替） 15,020 円 − 90,120 円 − 18,240 円 −

毎月振替・【早割】
（当月末振替の口座振替） 14,970 円 50 円 89,820 円 300 円 179,640 円 600 円

6 ヶ月前納（現金納付） − − 89,390 円 730 円 178,780 円 1,460 円

6 ヶ月前納（口座振替） − − 89,100 円 1,020 円 178,200 円 2,040 円

1 年前納（現金納付） − − − − 177,040 円 3,200 円

1 年前納（口座振替） − − − − 176,460 円 3,780 円

毎
月
お
得

最
も
お
得

平成 23 年度　国民年金保険料　納入額早見表（現金納付・口座振替比較）　

※一部納付（一部免除）されている方の口座振替は「毎月納付（翌月末振替）」のみのご利用となります。

西原町都市基本計画（都市計画マスタープラン）
改訂に伴う地域説明会の開催について

　本町では、昨年度からまちづくりの基本的な方針
を示す ｢西原町都市基本計画（都市計画マスタープ
ラン）平成 12 年策定｣の見直し作業を行っています。
　このたび、その計画の素案作成に地域のみなさま
の意見を反映させるため、地域説明会を開催します。
説明会の開催日時・場所は下図のとおりです。
　多くの方にご参加いただき、率直な意見 ･ 要望を
お聞かせください。

※都市計画マスタープランとは ･･･
　都市計画法第 18 条の 2 に定められている ｢市町
村の都市計画に関する基本的な方針｣ で、市町村が
住民の意見を反映しつつ、将来のまちづくりのある
べき姿やまちづくりの基本的な方向性をわかりやす
く示すものです。

お問い合わせ：建設部都市整備課　都市計画係　☎ 945-4496

西原町防災対策啓発事業 2月15日に、「西原町総合防災訓練」を実施します。
　平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災では、大規模
な地震と津波が発生し、東北地方や関東地方の太平洋岸を中心
に甚大な被害をもたらしました。もうすぐ１年がたとうという
今日でも、その光景は私たちの記憶に色濃く残っています。
　震災を受け、各地で防災意識が高まり、西原町でも自然災害
に対する備えが必要になっています。
　私たちの住む西原町は被災地と同様、太平洋に面してなだら
かな平地が広がる地形です。沖縄の近海では大規模な地震が発
生する可能性を示唆する説があり、もしも大地震や大きな津波が

発生した場合、西原町は甚大な被害を受ける可能性があります。
　そこで、西原町では行政や学校、各種団体、地域住民が一斉に
参加する「西原町総合防災訓練」を実施することになりました。
訓練当日は避難対象地域で屋外放送を実施します。また、大勢
の住民や児童生徒が避難するため、周辺の道路や横断歩道を通
行します。周辺を通行の際など、ご不便をおかけする場合があ
りますが、訓練の趣旨をご理解いただき、ご了承いただきます
ようお願いします。

お問い合わせ：総務部企画財政課　☎９４５－５３４０

約400m
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地域で主体的に防災に取り組もう！防災講演会を開催
　先進地域の自主防災組織の事例を学び、地域の防災力を高めることを目的に、｢できるよ、防災！
みんなで、防災！｣と題した講演会が 12 月 2 日、町中央公民館で開催されました。講演会では、
鹿児島県防災アドバイザーで本俣集落自主防災組織事務局の津田盛吉さんが、｢地域での防災～自
主防災組織の必要性、活動内容～｣をテーマに講演しました。
　津田さんは山間部にある本俣地区に住み、いく度となく豪雨災害を受けたことで、自主的に防
災組織を立ち上げたそうです。その経験から「災害はいつ起こるか分からない。対策は絶対に必
要。」と述べ、「誰も避難したくないのが本音。訓練ならなおさら面倒だと思う。しかし、防災訓
練は地域のため、自分のために絶対参加してほしい。」と日ごろの備えの重要性を語りました。
　また、西原町に対して「もし東日本大震災規模の地震･津波に襲われたら、相当な範囲で津波
が押し寄せる地形。」と警告しました。地域の防災については「行政などを巻き込んで、地域の
みなさんが主体的に、自分たちを守れるような組織づくりに取り組んでほしい。みんなで協力し
て災害に強い西原町を築き上げて」とエールを送りました。
　講演の最後には、お湯で戻して食べる保存食のご飯を作り、試食した参加者は｢温かい｣｢思っ
たよりずっとおいしい｣と驚いていました。

▲ 講演した
   津田盛吉さん

▲保存食のご飯を作る参加者

【関連企画】沖縄県ドクターヘリ事業説明会
ドクターヘリって何だろう？「西原町総合防災訓練」でも活躍するドクターヘリについて、その役割や活
動内容を説明します。
　日　時：2 月 15 日　防災訓練終了後（11 時半ごろからを予定）
　場　所：サンエー西原シティ内電気館側イベントコート
　お問い合わせ：沖縄県ドクターヘリ事務局（浦添総合病院内）☎ 878-0231（病院代表）総務部総務課 ☎ 945-5011
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西原町指定給水装置工事事業者

町役場職員を対象にストレス
を考える講演会を開催

　町役場職員の福利厚生と健康増進を図るため、町衛生
委員会主催の ｢ストレスってなんだ？｣と題した健康講
演会を12 月5 日に実施しました。
　講演には玄米クリニックの森田悦男院長を講師に招
き、参加者は食生活や生活習慣病とストレスの関係など
を学びました。森田氏はビタミンB やミネラルが精神的
な安定に大きく影響を及ぼすと語り、｢( ビタミン) Ｂ足
りんは脳足りん、ミネラル不足も脳足りん｣と独特の言い
回しで警告。「口ではなく、頭で食べる」と、日ごろの食生
活を考えながら過ごすことの重要性を説きました。また
ストレスについては ｢生活習慣病などを治療するにはス
トレスの原因をどうにかしないと、根本の解決にはなら
ない。｣と参加者に注意を促しました。

小学生がなぎなた大会で活躍！
　第11 回おきでん旗争奪第30回沖縄県なぎなた大会が
12 月18 日に県立武道館で開催されました。演技競技小
学3、4 年生の部で山田蒼彩さんと山田望来さんの組が2
位に、新川珠羽さん( 以上、西原東小3 年) が3 位に、小学
5、6 年生の部で花城琴乃さん( 西原南小6 年) と宮城奈々
音さん( 西原小6 年) が2 位に輝きました。また、山田望来
さんは個人試合小学3、4
年生の部で3 位に入賞し
ました。入賞者を代表し
て花城さんが「一緒に練
習してきたメンバーで入
賞できて嬉しい」と大会
を振り返りました。

　白百合保育園( 知念恵理香園長) の園児が、勤労感謝の
日にちなみ、11 月22 日に町役場を訪問しました。訪れた
4 歳児クラスの23 名は、上間明町長などに写真や花束を

プレゼントし、｢い
つもお仕事してく
れて、ありがとう
ございます｣と元
気にお礼の言葉を
贈りました。

｢お仕事おつかれさま！｣
園児が町役場で勤労感謝

町花木さわふじの植樹
キャンペーンを実施

　西原町商工会（小波津勇会長）は町花木に指定されて
いるさわふじの普及推進を図るため、東崎都市緑地（イ
ルカ公園）で ｢平成23 年度町花木さわふじ普及植樹活動

（( 社) 沖縄県緑化推進委員会 ｢緑の募金交付金｣助成事
業）｣を12 月10 日に実施、同会の会員や各通り会、事業協
会など約90 名が参加しました。
　同会はこれまで、国指定文化財の内間御殿門前の樹齢
約470 年の名木さわふじにちなみ、｢さわふじまつり｣な
どの事業を展開してきました。今回で3 回目となったイ
ルカ公園での植樹活動では、苗木55 本を植えつけてお
り、これまでに植えた苗木は88 本になります。植樹活動

を通じて、さわふ
じ を 町 内 外 に ア
ピールする場とし
てイルカ公園を活
用できるよう、今
後も整備が進めら
れる予定になって
います。

全国での活躍を願い、助成金を交付
西原町人材育成会

　第54 回全沖縄高等学校バスケットボール選手権大会
の女子の部で西原高校が優勝し、第42 回全国高等学校バ
スケットボール選抜優勝大会に出場。第64 回全日本バ
レーボール高等学校選手権大会( 春高バレー) 沖縄県予
選大会では、西原高校が男女アベック優勝。ともに全国大
会に出場しました。
　また、JOC 第25 回全国都道府県対抗中学バレーボー
ル大会の沖縄県選抜に男子の西蔵盛忠臣くん( 西原中3
年)、女子の川平菜緒さん、金城秋音さん、宮城しおりさん
( ともに西原東中3 年) が選出。第15 回熊本オープン小･
中学生バドミントン大会IN 八代に前田志織さん( 西原中
1 年) が出場。第26 回九州ジュニア選抜インドアソフト
テニス大会に屋良静姫さん、金城妥為弥さん( ともに西原
中2 年) が出場しました。
　西原町人材育成会( 上間明会長) では、各団体に派遣費
用の一部助成を決定し、助成金を交付しました。

お問い合わせ：おきなわマラソン実行委員会事務局☎930-0088

　2月19日(日)に｢第20回2012おきなわマラソン｣が開催されるにあたり、中部地区の各地で交通規制
を実施します。レース中はドライバーや沿道の住民、輸送関係者などに大変ご迷惑をおかけしますが、警
察官や大会役員の指示、案内標識等に従って交通規制にご協力ください。また、応援などでのコース路
上の駐車は非常に危険ですのでご遠慮ください。詳細な交通規制の場所や時間は、新聞紙面やホーム
ページ（http://www.okinawa-marathon.com/course_2012-4.html）でご確認ください。

「おきなわマラソン」開催に伴う交通規制の実施について「おきなわマラソン」開催に伴う交通規制の実施について

※東日本大震災被災者見舞金について
　西原町では、東日本大震災により被害を受け本町に避難をされている方に対し、必要な援護を行うため災害見舞金（１
世帯につき５０，０００円）を支給しています。西原町に 1 ヶ月以上住んでいる被災者の方で、申請がまだの方は下記窓
口までご連絡ください。

お問い合わせ：福祉部福祉課　社会福祉係　℡ 945-5311（内線 121）

森田悦男院長
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“町民会議”で、まちづくりの
基本方針を町長へ提案

　町民 ･ 議会 ･ 行政が協働でまちづくりを進めるため策
定に向けて取り組んでいる ｢西原町まちづくり基本条例｣
について話し合う ｢同条例を考える町民会議｣ が、12 月
19 日に第 11 回の会議を開き、要綱案を上間明町長へ提
出しました。
　提出を受けて上間町長は「地方分権が進展する中、画
期的な取り組み。まちづくりに対する熱い思いを強く感
じた。西原町の未来を拓くため、町民と協働で作りあげた
要綱案の４月施行に向けて取り組みたい。」と語りました。
　町民会議は、8月10日の第1回から11回の会議を重ね、
これからのまちづくりの指針となる条例の内容を話し合
いました。会議に参加した委員は「色々な分野の意見を

聞くことで勉強に
なった」「話し合っ
た要綱案を活かし
て、住みよいまち
になるよう活動し
ていきたい」と感
想を語り合いまし
た。

魅力ある学校づくりの
取り組みを報告

　｢魅力ある学校づくり調査研究事業｣ ( 国立教育政策研
究所生徒指導センター指定事業 ) の実践報告会が、12 月
21 日に西原東中学校で開催され、町内外の中学校教員や
教育行政、生徒の保護者など多くの関係者が訪れました。
同事業は平成 22･23 年度に西原東中学校区 ( 西原東中
･ 西原小 ･ 西原東小 ) の各学校が連携して実施したもの。

「わったー自慢の学校 ･ 地域をめざして～小中連携 ･ 授業
力向上 ･ 行事の充実 ･ 地域連携を通して～」をテーマに
掲げ、分かる授業づくりや生徒会活動、部活動などの充
実が取り組まれました。
　西原東中で行われた公開授業では、各学級で工夫を凝
らした ｢分かる授業｣ づくりの実践が披露されました。3
年 1 組では、1945 年から 98 年までに起きた核爆発を光
の点滅で表現した動画を通じ、東西冷戦の歴史や核開発
の弊害などを学びました。授業後に行われた全体会では、

2 年間の取り組み
が紹介され、参加
者は先進的な ｢魅
力 あ る 学 校 づ く
り ｣ を 学 び ま し
た。

マリンタウン、南部地域のアクセスが便利に
町道小那覇マリンタウン線開通式

　国道 329 号、県道 38 号線の幹線道路とマリンタウン
地域を結ぶ、町道小那覇マリンタウン線の開通を記念し、
12 月 2 日に開通式典が開催されました。式典で上間町
長は ｢マリンタウン地域の利便性が増し、地域の活性化
が図られることを期待する。｣ と開通を喜びました。町
道小那覇マリンタウン線は総事業費約 21 億円 ( 国費 8
割･町2割負担)、小那覇交差点から海に向かって延びる、
延長960ｍの道路です。自転車通行道が整備されており、
通勤 ･ 通学路の確保や東崎工業団地の企業等の流通改善
などが図られています。
　また小那覇自治会との協議で、新川嘉徳氏 ( 小那覇出
身 ) が作詞作曲した ｢梅の香り｣ にちなんで、街路樹に
158 本の梅の木が植えられることになっています。小那

覇自治会の新川勝夫
会長は、｢将来は『梅
の木通り』と呼ばれ
るように、地域で大
切に育てたい。｣ と話
しました。

西原東小･幼稚園が創立30周年
盛大に式典を開催

　西原東小学校 ･ 幼稚園が創立から 30 年を迎え、12 月
18 日に西原東小で創立 30 周年記念式典を開催しました。
同校は昭和 56 年の開校以来、多くの卒業生を輩出し、
平成 13 年にはＮＨＫ全国音楽コンクールで金賞を受賞
するなどの実績を残してきました。
　記念式典には多くの卒業生や関係者が出席し、思い出話
に花を咲かせるなどして節目を祝いました。また、歴代校
長やＰＴＡ会長、学校支援ボランティアを務めた 12 名に

感謝状が送られ、30
周年記念事業として、
教室や会議室のクー
ラー設置や、絵本 ･ デ
ジタルカメラなどの購
入が行われました。

祖先の故郷と祖国の架け橋に
平成23年度町海外移住者子弟研修生修了式

　平成23 年度の海外移住者子弟研修生受入事業の修
了式が、12 月5 日に町中央公民館で開催されました。
半年に及ぶ研修を終えたのは、与那嶺カオリダニエリ
さん( ブラジル)、呉屋ギドアリエルさん( アルゼンチ
ン)、小橋川マリアテレサさん( ペルー) の3 名。沖縄
の文化や社会について学んだ3 名は、三線の演奏や琉
球舞踊などを披露し、研修の成果を出席した関係者な
どに報告しました。
　研修を振り返り、与那嶺さんは ｢沖縄や移民の歴
史を習い、感動した。沖縄に来て、『いちゃりばちょー
でー』の意味が分かって、その意味に誇りを感じまし
た。｣と感想を述べました。呉屋さんは ｢沖縄に来て、
自 分 の 中 の ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て の ア イ デ ン テ ィ
ティを見つけることができた。｣と語り、小橋川さん
は、研修で関わったすべての人に対して｢ありがとう｣

を 伝 え ま し た。
式 の 最 後 に は、
研修生を受け入
れた家族などと
ともにカチャー
シ ー を 踊 り、半
年の研修をねぎ
らいました。

｢西原町史｣出版祝賀会で、
完成を喜び合う

　西原町史第 1 巻 ｢通史編｣ と第 8 巻 ･ 資料編 7 ｢西原
の言語｣ の発行を記念した出版祝賀会が 12 月 9 日に町
中央公民館で開催されました。
　｢西原の言語｣ は、西原の方言を調査し、記録保存した
もので、平成 22 年 5 月に出版しました。また｢通史編｣は、
これまで調査してきた西原の歴史や文化を総合的に記述
した集大成となるもので、｢通史編｣ の出版により、昭和
52 年に西原村誌編集委員会 ( 当時 ) 発足からの町史編纂
事業が完了したことになります。
　2 冊の出版を受けて上間明町長は ｢住民が地域を知り、
地域を愛するため、町史は本町の誇り。｣ と喜びを語りま
した。祝賀会には多くの関係者が出席し、西原町史の完
成を祝いました。

地域の歴史が1冊に。
字誌｢小波津誌｣が完成

　小波津自治会が、地域に伝わる産業や伝統、生活習慣、祭
事などの歴史をまとめた字誌｢小波津誌｣を発行しました。「小
波津誌」の編集は平成 19 年 10 月に開始し、延べ 100 回以
上の編集委員会 ( 小波津秀市委員長 ) を開くなどして、住民
手づくりの字誌が完成しました。
　糸数善昭会長代行は ｢各委員が分担して執筆し、議論を重
ねてきた。取りまとめに苦労したが、みなさんに見ていただき、
地域に愛着を持ってもらいたい。｣と抱負を述べました。発行の
報告を受けた上間明町長は｢西原町のリーディングケースとし
て、他の地域の参考になる。｣と喜びました。

　｢小波津誌｣ は町
立図書館で閲覧でき
るほか、在庫があれ
ば 購 入 可 能。 詳 し
く は 小 波 津 自 治 会
(945-8942) に お 問
い合わせください。

これからの介護について考えよう
「介護の日」イベントを開催

　介護従事者や要介護者の声を聞き、介護の理解を深め
ることを目的に、「介護の日」イベントが 12 月 6 日に
町中央公民館で開催されました。
　イベントには介護に関心を持つ多くの学生や町民が参
加しました。実際に介護が必要な「当事者」と、その介
護に取り組んでいる「家族」、町包括支援センターの専
門家などが登壇したゆんたく会では、「これからの介護
について～当事者やご家族の視点で～」をテーマに互い
の体験を語り合いました。家族の介護に取り組んでいる
方からは、一人で徘徊して行方が分からなくなり、地域
ぐるみで捜索したことや、毎日夜中に起こされるなどの
体験が語られ、参加者は厳しい介護の現場を実感しまし
た。登壇者の一人は ｢介護サービスを利用して、生き生
きするようになった。
施設の職員の励まし
が嬉しい。｣ と、一人
で抱え込まないよう
参加者にアドバイス
しました。
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平成24年度の保育所入所申込みをされたみなさまへ平成24年度の保育所入所申込みをされたみなさまへ平成24年度の保育所入所申込みをされたみなさまへ平成24年度の保育所入所申込みをされたみなさまへ

お問い合わせ ： 福祉部福祉課保育所係　☎945-5311

終了終了

期限は終了して
いますが、未提出
の方は至急提出
をお願いします。

2 月 保 健 事 業 日 程
月日 曜日 事　　業　　名 対　　　象　　　者 実　施　場　所 使　用　室 受付時間
2/1 水 ベビースクールⅠ H23.8.2 生まれ〜 H23.10.2 生まれ 中央公民館 調理・和室 13:30 ～
2/8 水 ベビースクールⅡ H23.8.2 生まれ〜 H23.10.2 生まれ 社会福祉センター 大広間 13:30 ～
2/9 木 3 歳児健診 H20.9.19 生まれ〜 H20.10.17 生まれ 中央公民館 ホール・控室・和室・幼児室 13:30 ～ 14:15

2/12 日 あがりティーダウォーキング 関心のある方 あがりティーダ公園   8:30 ～
2/16 木 ベビースクールⅢ H23.8.2 生まれ〜 H23.10.2 生まれ 坂田児童館 プレイルーム 10:00 ～
2/16 木 1 歳半健診 H22.6.6 生まれ〜 H22.7.7 生まれ 中央公民館 ホール・控室 13:30 ～ 14:15
2/22 水 ベビースクールⅣ H23.8.2 生まれ〜 H23.10.2 生まれ 西原町図書館 13:30 ～
2/27 月 BCG 3 ヶ月〜 6 ヶ月未満 沖縄県総合保健協会 15:30 ～ 16:00
3/1 木 2 歳児歯科健診 H21.9.3 生まれ〜 H21.11.30 生まれ 中央公民館 ホール・控室 13:30 ～ 15:00
3/8 木 3 歳児健診 H20.10.18 生まれ〜 H20.11.15 生まれ 中央公民館 ホール・控室・和室・幼児室 13:30 ～ 14:15

　この事業は、保育所に通所中の児童が病気の回復期にあたるため集団保育が困難な期間、
一時的にその児童を預かり保護者の子育てと就労の両立を支援することを目的としています。

☆実施施設　
　医療法人ひまわり会　太田小児科医院
　西原町字小橋川164番地の2　☎946-5081

☆利用方法　　
　　利用を希望する保護者は、事前に福祉部福祉課
　で利用登録をお願いします。申請書は福祉部福祉
　課にあります。利用時は、利用申請書を直接施設へ
　提出してご利用ください。
　※登録期間は、申請日から平成24年3月31日までに
　なっています。平成24年４月以降も利用する場合、
　4月より新たに利用登録が必要になります。

☆利用時間

☆利用料金　　 ①保育料　２，０００円　（１人当たり日額）
　　　　　　　　 ②食費　　　 ５００円　（半日利用の場合は、保育料は半額になります。）　　　　　　　　
　※ただし、次のいずれかに該当する方は、保育料の免除が受けられます。福祉部福祉課まで申請をお願いします。申請が
　　ない場合、保育料が免除にならない場合がありますのでご注意ください。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　（１）市町村民税非課税世帯　　⇒保育料一部免除（１，０００円）※半日の場合は半額
　　　　　　　　（２）生活保護世帯　　　　　　⇒保育料全額免除

☆対象児童　　
　　　西原町に居住する者で次のいずれかに該当するもの
　 ①保育所に通所している児童で、病気の回復期にあるため集団保育が困難な児童で、かつ、保護者の就労、傷病、事故、
　　 出産、冠婚葬祭等社会的にやむを得ない理由により家庭で育児を受けることが困難な者。
　 ②保育所に通所している児童ではないが、①と同じような状況にある児童（小学校低学年児童等を含む）。

☆対象となる病気　
　　　　　風邪、消化不良症（多症候性下痢）、麻疹、水痘、風疹、喘息等
　　 福祉部　福祉課　子育て支援係

TEL：０９８－９４５－５３１１

国
道
　

号
329

病後児保育事業について病後児保育事業について病後児保育事業について

↑
与
那
城

津
花
波
↓

「地域力」と健康との関連についての調査のお知らせ
　福祉部健康推進課と琉球大学大学院保健学研究科では、地域住民を中心に行政、大学が協働で、地域住民が健康で
安心して暮らしていけるような生活環境やまちづくりの実現を目的とした、「地域力」と健康との関連に関する調査
を実施します。
　調査は、西原町にお住まいの 20 ～ 80 歳の方から無作為に抽出した約 8000 名を対象にアンケートを実施します。
　ご多忙なところお手数をおかけしますが、本調査の趣旨をご理解いただき、調査票の郵送があった場合、調査への
ご協力をお願いします。
　なお、本調査は名前を記入する必要がなく、完全に匿名化されるため、調査情報からあなた個人が特定されること
は一切ありません。

お問い合わせ　福祉部健康推進課　☎945-4791（内線 157～ 160）
　　　　　　　　　　　　　　　　　琉球大学医学部保健学科　☎895-3331（内線 2620、2619）
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保健師
だより インスリンもエコする時代

～インスリンを節約しよう～

不動産の公売のお知らせ
　差押している不動産の公売を、下記の入札方法により行います。公売の入札には、原則としてどなたでも参加できます。手続きなど詳
しくは「公売広報（税務課等に設置）」または「公売公告（告示板）」をご覧ください。
　なお、滞納になっている税金の納付などにより、公売が中止になる場合もあります。参加される方は、入札当日ご確認のうえお越しください。

　１．日時：平成２４年３月１２日（月）午後２時００分から午後２時１５分まで
　２．場所：西原町役場２階大会議室
　３．公売対象不動産：水道用地（現況：雑種地）1 筆
　　　 公売財産の明細は「公売広報」または「公売公告」をご覧ください。

公売財産一覧表 （不動産は登記簿謄本による表示です。）
売却区分
番　　号

見積価額 財産種別 財　産　所　在　地 その他事項公売保証金

２３の１０
評定中　円 水道用地

（現況：雑種地）
国頭郡本部町字謝花シリナ原 362 番
地積：1,486㎡見積価格の１０%

以上　円
○　物件の確認・入札される前に現地の状況確認や登記簿の閲覧などにより、権利関係などを確認してください。現地の下見の際は担当 
　　者に確認してください。差押財産は滞納者本人の所有物なので節度ある行為をお願いします。
○　入札当日に必要なものの詳細は「公売広報」をご覧ください。

お問い合わせ：総務部税務課　徴収・収納係　　☎ 945-4729

固定資産税（4期分）
は2月29日（水）が
納期限です

　平成２３年度固定資産税４期分の納期限は、２月２９日（水）です。
納め忘れのないよう、期限内納付をよろしくお願いします。
　昨年の４月から、納付期限を１日でも過ぎた納付書は金融機関で受け取りません。
　納め忘れのない口座振替に切り替えましょう。申請書は、町内各金融機関もしくは
総務部税務課窓口にありますので、必要事項を記入の上、口座開設先支店にご提出く
ださい。
　また、町税の納付が遅れた場合は、延滞金が加算されますのでお早めに納めてくだ
さい。
　滞納が続きますと預金や不動産等の差押をおこなう場合があります。
※当初納付書と督促状等で同一期の税金を、重複払いするケースが発生しています。
　納付期限を過ぎて支払う際は注意しましょう。また、領収書等はまとめて控えてく
　ださい。        
   

6 月 3 0 日
5 月 2 日
5 月 3 1 日

8 月 3 1 日
8 月 1 日

1 0 月 3 1 日
1 2 月 2 7 日

平成24年1月31日
平成24年2月29日

平成２３年度各税目の納期限

○「所得控除から手当へ」等の観点から、子ども手当の創
　設とあいまって、年少扶養親族（～15歳）に対する扶養
　控除（住民税：３３万円）を廃止します。（※所得税の場合
　は38万円）
○高校の実質無償化に伴い、16～18歳までの特定扶養親
　族に対する扶養控除の上乗せ部分（１２万円）を廃止し
　ます。（※所得税の場合は２５万円）
※所得税は平成23年分から、住民税は平成24年度分から
　適用。

税務課からのお知らせ

お問い合わせ ： 総務部税務課　☎945-4729

個人町県民税の扶養控除等の全体像

お問い合わせ ： 〈那覇税務署〉TEL867-3101　〈北那覇税務署〉TEL877-1324
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平成24年度　西原町職員（埋蔵文化財担当）採用候補者試験実施要綱

　町民一人ひとりが認知症について正しく理解し、偏見を持たずに認知症の人や家族を温かく見守る応援者
となれるように、福祉部介護支援課では出前講座を開催しています。
　数名のグループ単位でのお申込に応じ、講師がご希望の場所に伺います。詳しく知りたいという方、まず
はお気軽にご相談ください。
　【講座の時間】1 回あたり約 90 分
　【費         用】無料
　【開 催 場 所】西原町内であれば、どこへでも出張します。適当な場所がないという方は、福祉部介護支
　　　　　　　  援課までご相談ください。

お問い合わせ：福祉部介護支援課　☎ 945-5013　内線（194）

【1年以上、滞納をしていると…】
　　介護保険サービスを利用する際に、費用の全額を自己負担してもらい、後日、役場に申請
することにより9割分を払い戻しすることになります。
【1年6ヶ月以上、滞納をしていると…】
　　保険給付分（9割分）の支払いが、差し止められます。また、差し止められた保険給付分か
　ら滞納している保険料額が控除されます。
【2年以上、滞納をしていると…】
　  滞納期間に応じた一定期間、自己負担が「1割」から「3割」に引き上げられます。また、高
　額介護サービス費などの支給が受けられなくなります。

【普通徴収（納付書でお支払い）の方へのお知らせです】
2月は介護保険料（8期分）の納期です。
納期限は『2月29日（水）』となっています。

※各金融機関や福祉部介護支援課窓口で申込み用紙を用意しています。
　下記のものをご持参の上お申込みください。

◇要介護認定者の障害者控除
　要介護認定を受けている６５歳以上の方で一定の基準に該当している場合は、確定申告で障害者控除の対
象となることがあります。その場合は、申告の際に「障害者控除対象者認定書」が必要になります。
　（証明基準）
　６５歳以上の方で要介護認定を受けており、主治医意見書の特記事項（日常生活自立度がランクＡ以上若
しくは認知症高齢者日常生活自立度がランクⅡ以上のどちらかの項目）が該当していること。

◇要介護認定者のおむつ代の医療費控除
　要介護認定を受けている６５歳以上の寝たきりの方などで、おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目以
降の人は、町が発行する「おむつ代医療費控除の確認証明書」で控除が受けられます。（１年目は医師の証明
書が必要になります。）
　（証明基準）
　６５歳以上の方で現に受けている要介護認定の有効期間が１３ヶ月以上で、主治医意見書に「障害高齢者
の日常生活自立度（寝たきり度）の記載がＢ以上かつ「尿失禁の発生の可能性」が「あり」と記載されていること。

　＜申請方法＞
　「障害者控除対象者認定書」「おむつ代医療費控除の確認証明書」が必要な方は、福祉部介護支援課で申請
してください。なお、証明書の発行には多少時間がかかりますので、時間に余裕を持ってお越しください。
また証明書等が即日に発行できない場合もありますので、ご了承ください。

認知症サポーター養成講座を受講しませんか

職　　種 業　務　内　容
建築技術業務 学校施設の建築関係業務
電算事務指導業務 学校（小・中・幼）のパソコン指導、機器の保守管理業務
学校給食調理業務 学校給食の調理に関する業務
パート調理業務（年休代替） 学校給食の調理に関する業務
学校給食費徴収業務 学校給食費の徴収に関する業務
用務嘱託員（町立小中学校） 学校の用務（湯茶・接待，印刷，掃除等及び一部事務含む）
幼稚園教諭業務 幼稚園教諭業務
パート幼稚園預かり保育業務 幼稚園預かり保育業務
年休代替幼稚園業務 幼稚園教諭業務・幼稚園預かり保育業務
特別支援教育支援員 小・中学校にて発達障がい等を持つ児童・生徒の学習支援や安全面の指導
外国語指導助手業務 町立中学校にて外国語授業の補助を行う助手業務 ( 外国人 )
図書館業務 ( 学校 ) 町立学校図書館司書業務
図書館業務 町立図書館司書業務
図書館業務 町立図書館地域資料業務
陸上競技場管理業務 町民陸上競技場の管理運営業務
用務嘱託員（町民体育館） 施設内外の清掃業務
用務嘱託員（中央公民館） 施設内外の清掃業務
社会教育指導員 社会教育に関する事業担当（月１２日勤務）

職　　種 業　務　内　容
一般事務 一般的な事務処理業務
図書館業務 図書館業務（土日）

【採 用 期 間】採用後一年以内											         
【資格要件等】西原町に住所を有するもので高等学校卒業以上の学歴を有する者（要運転免許）					   
　   　　　　  ・幼稚園教諭については幼稚園教諭免許保持者 ・特別支援教育支援員については教諭免許保持者
	       ・司書業務については司書資格保持者	

【受付及び提出書類】午前 9 時～午後 5 時 15 分（土・日・休日を除く )　自筆履歴書一通（要写真添付）と免許の写しを添付して教育
　　　　　　　　　委員会（教育部教育総務課）へ提出してください。		         ※その他詳細はお問い合わせください。	
                   　【お問い合わせ】教育委員会教育部教育総務課　　☎ 945-3655（内線 502）

平成24年度教育委員会臨時職員及び嘱託職員募集について
臨時職員

嘱託職員

1 職 種、 採
用人員及び
受験資格

職種区分 採用人員 資　　　　　　　　　格

行政職
（埋蔵文化財担当） 上級 若干名

① 学歴　学校教育法による大学卒業以上の学歴を有する者で、考古学に関する学科
　 を修め、かつ 2 ヶ年以上の実務経験を有する者
② 年齢　昭和 51 年 4 月 2 日以降生まれの者
③ 住所要件　平成 23 年 12 月 11 日以前に沖縄県内に住所が登録され、引き続き県   
    内に住所を有する者（就学等のため一時的に県外に転出した者を含む）

2 欠格事項 地方公務員法第 16 条に該当する者は受験できません。

3 試験 第一次 筆記試験（専門試験・小論文）
第二次 第一次試験の合格者について面接試験を行う。

4 日時及び
　場所等

区分 試験日時 試験会場 合格発表 合格発表の方法 その他

一次
試験

平成 24 年 3 月 11 日（日）
受付　9：00 ～ 9：20
開始　9：30

西原町
役場

平成 24 年
3 月下旬予定

町役場掲示板及び町
ホームページに受験
番号を掲示するほか、
合格者に通知します。二次

試験
平成 24 年

4 月中旬を予定
西原町
役場

平成 24 年
4 月下旬予定

日時、試験会場については、第
一次試験合格者あて通知します。

5 受付期間及
　び申込方法

受付期間　平成24年2月20日（月）～平成24年3月2日（金）午前9時～午後5時15分（土日を除く）
申込方法　所定の申込書に必要事項を記入し、総務部総務課へ提出してください。※郵送での受付は、原則認めませんのでご了承ください。

6 最 終 合 格
者の取扱い

最終合格者は採用候補者名簿に登載され、任命権者がその名簿の中から採用者を決定します。採用候補者名簿登載者の数は、年間の採
用予定数に採用を辞退する数を考慮して決定するため、採用数を上回る登載者となり、名簿登載されても採用にならないことがあります。
採用候補者名簿の有効期限は、原則として平成 25 年 3 月 31 日までとします。

【お問い合わせ】総務部総務課職員係　TEL098-945-5011（内線 114、115）西原町ホームページ http://www.town.nishihara.okinawa.jp
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そ
れ
以
外
の
方
は
年
金
保
険
者
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
源
泉
徴
収
票
」、
も

し
く
は
納
付
領
収
書
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
役
場
窓
口
で
発
行
申

請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
発
行

手
数
料
2
0
0
円
／
1
枚
）

【
問
合
せ
】福
祉
部
健
康
推
進
課
国
保

係☎
9
4
5

・

4
7
9
1
（
内
線

1
5
3
）
／
後
期
高
齢
者
医
療
係

☎
9
4
5

・

4
7
9
1
（
内
線

1
5
2
）
／
福
祉
部
介
護
支
援
課

☎
9
4
5

・

5
0
1
3
（
内
線

1
9
4
）

　

西
原
町
と
お
父
R
i
n
g
沖
縄
が

作
成
し
て
い
る｢

子
育
て
お
笑
い

D
V
D
（
仮
称
）｣

の
公
開
収
録
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
中
に

起
き
る
夫
婦
の
す
れ
違
い
を
コ
ン
ト

･

漫
才
で
再
現
し
、
専
門
家
が
解
説

し
ま
す
。（
一
時
保
育
あ
り
）

【
日
時
】2
月
11
日（
土
）14
時
～
16
時

【
場
所
】
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

【
内
容
】〈
パ
パ
マ
マ
子
育
て
講
座
〉

講
師
：Fathering Japan

理
事･

東

浩
司
〈
子
育
て
お
笑
い
ラ
イ
ブ
〉
出

演
：
ハ
ン
サ
ム
、
ウ
ー
マ
ク
ー
ボ
ー

イ
ズ
〈
解
説
ト
ー
ク
〉
東
浩
司
、
百

名
奈
保(

助
産
師)

、ハ
ン
サ
ム
、ウ
ー

マ
ク
ー
ボ
ー
イ
ズ
、

【
問
合
せ
】
総
務
部
企
画
財
政
課
男
女

共
同
参
画
係
☎
9
4
5

・

5
3
4
0

最
近
は

○
高
額
宝
く
じ
当
選
を
い
た
っ
た
架

空
請
求

○
投
資
話
や
未
公
開
株
、
社
債
、
外

国
通
貨
等
の
売
買

に
関
す
る
振
り
込
め
詐
欺
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
詐
欺
被
害

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
不
審

に
感
じ
た
と
き
は
最
寄
の
警
察
や
相

談
窓
口
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】
浦
添
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
8
7
5

・

0
1
1
0
／
警
察
相

談
窓
口
☎
#
9
1
1
0
／
振
り
込

め
詐
欺
情
報
提
供
専
用
メ
ー
ル
ア
ド

レ
スfurikom

e110@
police.pref.

okinaw
a.jp

　

温
か
い
お
心
遣
い
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

○
新
中
糖
産
業
（
株
）（
福
里
重
盛

　

代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り
、
町
人

　

材
育
成
会
へ
50
万
円
の
寄
附
。

○
金
秀
鋼
材
（
株
）（
古
謝
光
弘
代

　

今
回
は
平
成
23
年
10
月
分
か
ら
平

成
24
年
１
月
分
の
手
当
と
な
っ
て
い

ま
す
。
通
帳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
振
込
先
に
指
定
し
た
口
座
を

変
更
、
解
約
し
た
場
合
は
、
振
り
込

み
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
手
当

の
支
給
状
況
に
つ
い
て
は
、
個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
、
電
話
で
は
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
ご
注
意
】
平
成
23
年
10
月
よ
り
子

ど
も
手
当
制
度
が
新
し
く
な
り
、
9

月
分
（
10
月
振
込
済
）
ま
で
子
ど
も

手
当
を
受
け
取
っ
て
い
た
方
も
含
め

て
、
全
て
の
方
に
子
ど
も
手
当
の
申

請
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請

が
ま
だ
の
方
は
2
月
10
日
の
振
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
申
請
猶
予
期
間

は
平
成
24
年
3
月
30
日
（
31
日
は
土

曜
日
の
た
め
お
休
み
）
で
す
の
で
、

早
め
に
窓
口
で
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
部
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

☎
9
4
5

・

5
3
1
1

「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
巡
回
相
談
2
月
10
日
（
金
）
　

町
役
場
で
開
催
〈
問
い
合
わ
せ
：
建
設
部
産
業
課 

☎
9
4
5
・
4
5
4
0
〉

事 務 所 移 転 し ま し た !
借金問題、相続、遺言、後見人等お気軽にご相談ください。（予約制）
（借金問題は初回相談無料です。）

与那原町字東浜 23番地 2　℡ 882－8177　　 0120－36－7930　営業時間 平日AM9：00～PM6：00　フリー
ダイヤル

代表司法書士　喜 屋 武　  力

完全個室の相談ブース完備。
秘密厳守でゆったりとした

相談ができます! きゃん事務所

　

民
間
開
発
予
定
地
等
の
調
査
を
行

い
、
不
発
弾
等
の
探
査･

発
掘
箇
所

の
選
定
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の

と
お
り
不
発
弾
等
探
査
要
望
者
を
募

集
し
ま
す
。
な
お
、
県
の
事
業
と
し

て
実
施
す
る
た
め
、
個
人
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
対
象
箇
所
条
件
】
①
探
査
予
定
面

積
が

100
㎡
以
上
②
地
主
及
び
小
作
人

が
不
発
弾
探
査･

発
掘
に
同
意
し
て

い
る
こ
と

【
探
査
対
象
外
】
将
来
、
公
共
工
事

等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
や
、
急

傾
斜
地
等
の
探
査
が
難
し
い
場
所
、

付
近
に
住
居
等
（
構
造
物
）
が
あ
り
、

探
査
実
施
に
影
響
が
あ
る
箇
所
等
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
探
査･

発
掘
作

業
を
実
施
す
る
た
め
、
要
望
し
て
も

作
業
を
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
申
込
期
限
】平
成
24
年
2
月
13
日（
月
）

【
申
込
・
問
合
せ
】
総
務
部
総
務
課

☎
9
4
5

・

5
0
1
1

　

1
月
号
に
掲
載
し
た｢

西
原
町
功

労
者
表
彰･

叙
勲
受
章
祝
賀
会｣

の

叙
勲
受
章
者
に
、
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
受
賞
者
が
い
ま
し
た
の
で
、
次
に

紹
介
し
ま
す
。
ご
本
人
、
ご
家
族
及

び
関
係
者
各
位
に
深
く
お
詫
び
す
る

と
と
も
に
、
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ま

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

秋
の
叙
勲
（
瑞
宝
双
光
章
）

受
賞
者
氏
名	

新
垣
佳
宏
（
あ
ら
か
き 

よ
し
ひ
ろ
）	

住　

所　

西
原
町
字
与
那
城
2
6
5
番
地
の
2

　

社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保

険
料
）
は
所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
、

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

そ
の
納
付
の
証
明
と
し
て
「
納
付
証

明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
口
座
振
替
の
方
は
領
収
書
が
な

い
た
め
、
役
場
窓
口
で
証
明
書
を
無

料
で
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
平
成
23
年
分
「
納
付
証
明
書
」

を
発
行
・
送
付
し
て
い
ま
す
。
2
月

16
日
か
ら
行
わ
れ
る
確
定
申
告
な
ど

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
送
付

対
象
者
は
「
平
成
23
年
1
月
か
ら
12

月
の
間
に
1
期
で
も
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
が
あ
っ
た
方
」
と
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
家
庭
教
育
学
級
合
同
講

演
会

【
日
時
】
平
成
24
年
2
月
20
日
（
日
）

19
時
～
21
時
（
18
時
半
受
付
開
始
）

【
場
所
】
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

【
講
師
】
中
村
衛
（
琉
球
大
学
理
学

部
准
教
授
）

【
対
象
】
町
立
各
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

一
般
の
方　

※
入
場
無
料

【
問
合
せ
】
教
育
部
生
涯
学
習
課

☎
9
4
5

・

5
0
3
6

　

土
地
境
界
ト
ラ
ブ
ル
や
相
続
問

題
、
成
年
後
見
や
人
権
相
談
な
ど
、

あ
な
た
の
相
談
に
法
務
局
の
職
員
や

弁
護
士
、
司
法
書
士
ら
が
無
料
で
応

じ
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
24
年
2
月
12
日
（
日
）

10
時
～
16
時

【
場
所
】
沖
縄
県
立
博
物
館･

美
術

館
１
階

【
問
合
せ
】那
覇
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
8
5
4

・

7
9
5
1

　

差
別
、
暴
行･

虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ

･

パ
ワ
ハ
ラ
、
い
じ
め･

体
罰
、
名

誉
毀
損･

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
、

人
権
侵
害
で
お
悩
み
の
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
先
】み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
0
5
7
0

・

0
0
3

・

1
1
0

【
受
付
時
間
】
8:

30
～
17:

15

※
相
談
に
は
法
務
局
の
職
員
や
人
権

擁
護
委
員
が
対
応
し
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

2
月
は｢

振
り
込
め
詐
欺
被
害
防

止｣

広
報
月
間
で
す
。
振
り
込
め
詐

欺
は
巧
妙
な
手
口
を
使
い
、
相
変
わ

ら
ず
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
融
資
保

証
詐
欺
、
架
空
請
求
な
ど
の
ほ
か
、

2
月
10
日
は
、
子
ど
も

手
当
の
支
給
日
で
す
。

　

表
取
締
役
社
長
）
よ
り
、
町
人
材

　

育
成
会
へ
10
万
円
の
寄
附
。

○
西
原
町
人
会
（
ホ
ノ
ル
ル･

ハ
ワ

　

イ
在
）
崎
原
光
子
ほ
か
6
名
よ
り
、

　

町
人
材
育
成
会
へ
3
5,
0
0
0

　

円
の
寄
附
。

○
西
原
町
人
会
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
在
）

　

与
那
嶺
義
勝
ほ
か
よ
り
、
町
人
材

　

育
成
会
へ
4
5
0
ド
ル
の
寄
附
。

○
西
原
町
建
設
協
力
会
（
宮
里
佳

　

斉
会
長
）
よ
り
、
町
人
材
育
成
会

　

へ
、
西
原
ま
つ
り
に
お
け
る
チ
ャ

　

リ
テ
ィ
ー
抽
選
会
の
収
益
か
ら

　

30
万
円
の
寄
附
。

○
大
典
寺
西
原
浄
苑（
藤
井
芳
博

　

住
職
）
よ
り
、
町
人
材
育
成
会
へ

　

50
万
円
の
寄
附
。

○
大
同
火
災
海
上
保
険
（
株
）（
照

　

屋
侑
代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り
、

　

町
へ
車
椅
子
1
台
の
寄
贈
。

○
（
株
）
沖
縄
計
測
（
代
表
取
締
役

　

外
間
博
）
よ
り
、
町
人
材
育
成
会

　

へ
10
万
円
の
寄
附
。

民
間
開
発
予
定
地
等
の
不

発
弾
等
探
査
要
望
者
の
募

集
に
つ
い
て

叙
勲
受
章
者
の
追
加
に

つ
い
て

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

全
国
共
通
人
権
ダ
イ
ヤ
ル

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
！

愛
の
贈
り
物

社
会
保
険
料
を
口
座
振
替
で

納
付
さ
れ
た
方
へ

―

納
付
証
明
書
に
つ
い
て―

爆
笑
う
ち
な
ー
子
育
て

｢

笑
う
子
育
て
講
演
会｣

の

ご
案
内

講
演
会｢

も
し
、
西
原
町

で 

“
巨
大
地
震
”
が
発
生

し
た
ら｣

の
ご
案
内
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第190号　　　　　　　　　　　　 平成24年2月1日

生涯学習課
中央公民館
町民体育館
坂田児童館
西原児童館
西原東児童館

℡.098-945-5036
℡.098-945-3657 
℡.098-945-8095
℡.098-944-6308 
℡.098-945-4393 
℡.098-944-0976

事　　　　業 日　　　　時 備　　　　考

①　手作り教室 １ ０ 日（ 金 ）15：30 ～ 16：30 対象：小学生、要申込、材料費実費
②　親子体操 ２ ２ 日 （ 水 ）10：30 ～ 11：30 対象：乳幼児の親子
③　チャレンジ会 ２ ４ 日（ 金 ）15：30 ～ 16：30
④　親子リトミック    ８ 日（ 水 ）10：30 ～ 11：30 対象：乳幼児の親子　軽装で来てね。
⑤　世代交流　むしケーキづくり １ ８ 日（ 土 ）10：00 ～ 12：00 要申込　詳しくは児童館まで。
⑥　マミーキッズ 毎 週    （ 水 ）10：30 ～ 11：30
⑦　手作り会   ４ 日（ 土 ）14：00 ～ 16：00 詳細は児童館にご連絡ください。
⑧　トランポリン １７ 日（ 金 ）15：30 ～ 16：30 ズボンを履いてきてね。
⑨　おたのしみ会 ２５ 日（土） 13：30 ～ 16：30 詳細は児童館にご連絡ください。

※下記事業のお問い合せは、①～③は坂田児童館、④～⑥は西原児童館、⑦～⑨は西原東児童館へ。

県少年育成ネットワーク会長表彰

参加無料（申込は２／１５（水）までに生涯学習課へ）

小・中学生将棋大会

　町青少年健全育成協議会は、長年
の功労を讃えられ、12月22日に県警
察本部で、県少年育成ネットワーク
会長から表彰を受けました。

　町民体育館で開催された成人式

では、新成人が事件・事故に遭わ

ないように、約60名の方が会場を

巡回しました！

日時 ： ２月２５日（土）８：３０～
場所 ： 西原町中央公民館
対象 ： 町内に在学・在住の小・中学生
備考 ： ３名１組の団体戦です（申込状況
　　　によっては個人戦に変更します）

　平成２３年度は、公民館講座（１５講座）と３９種のサー

クル活動（会員５９２名）が活動しています。

　そこで、１年を通して学んだ事を展示会・舞台発表で披露

します。

　１月４日に「平成２４年西原町新春書き初め大会」が

町民体育館アリーナで開催され、約１９０名の参加者が

町文化協会書道部会の添削のもと、真剣に筆をはしらせ

ました。

　書き初め終了後、同会場で展示会と審査が行われ、特

別賞などの表彰をしました。

　特別賞受賞者は以下のとおりです。
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紙芝居（毎月第１、第３土曜日）

おはなし会（毎月第２、第４日曜日）

上映会（毎月第３日曜日）

日時：2月18日、25日　午前10時30分

場所：おはなしのへや

日時：2月12日、26日　午後3時

場所：おはなしのへや

日時：2月19日　午前11時　場所：2階　集会室

上映作品：「素敵で小さなお話2」

　　　　　原爆と戦争展
～日本の現状をもたらした第二次世界大戦の真実を伝える～
日　　時：1月 29日（日）～ 2月 5日（日）
場　　所：西原町立図書館エントランスホール
主　　催：沖縄原爆展を成功させる会
後　　援：県老人クラブ連合会　県婦人連合会
展示内容：パネル「原爆と峠三吉の詩」
　　　　　パネル「第二次世界大戦の真実」
　　　　　パネル「沖縄戦の真実」「全国の都市空襲」
関連企画：東日本大震災・福島原発事故特集

　　　　　原爆と戦争展
～日本の現状をもたらした第二次世界大戦の真実を伝える～
日　　時：1月 29日（日）～ 2月 5日（日）
場　　所：西原町立図書館エントランスホール
主　　催：沖縄原爆展を成功させる会
後　　援：県老人クラブ連合会　県婦人連合会
展示内容：パネル「原爆と峠三吉の詩」
　　　　　パネル「第二次世界大戦の真実」
　　　　　パネル「沖縄戦の真実」「全国の都市空襲」
関連企画：東日本大震災・福島原発事故特集

 西原町民文化講座開催！
　今年度は「西原町史　第１巻　通史編」発刊にちなんで、「先史～古琉球」、「近世」、「近代」と時代背景に応じ
た講座にしていく予定です。日程は下記のとおりです。ぜひ、ご参加ください。（全４回）

開催日時 講　　　師 内容（タイトルは仮です）
2 月 5 日（日）
14 時～ 16 時

あさと　 すすむ

安里　進（沖縄県立芸術大学教授） 東海岸にあるのになぜ「西原」か ?

2 月 25 日（土）
14 時～ 16 時

ふかざわ　あきと

深澤　秋人（沖縄大学准教授）
「近世西原の世界―屋部川の大改修と
翁長のシマウチおよびその周辺―」

3 月 3 日・10 日（土）
14 時～ 16 時

たいら     かつやす

平良　勝安（琉球歴史研究家） 西原の近代（2 回連続講座）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※事前申込はありません。当日会場で受付します。受講料は無料です。

「西原町立図書館のヒミツを探ろう！」
日　時：2 月 12 日（日）14：00 ～ 17：00（受付 14 時）
内　容：琉大生のお兄さんお姉さんと西原町立図書館の
　　　　ヒミツを探したり、話し合ったりしませんか？
対　象：小学４年生以上（定員　15 名）
問合せ：琉球大学教育学部・望月研究室
　　　　Tel.Fax.098-895-8422
共　催：西原町教育委員会
お願い：本イベントは、琉球大学教育学部（望月研究室）
　　　　講義科目「学習環境デザイン論」の講義の一環
　　　　として学生が主体となり実施します。そのため、
　　　　イベントの様子をビデオカメラ等で撮影する場
　　　　合があります。ご了承ください。

テーマ：「黒糖の不思議を発見しよう！」
日　時：2 月 25 日（土 ) 

　　　 １回目　13:00 ～ 14:00、2回目 15:00 ～ 16:00

内　容：西原町の中心的な産業として栄えていた黒糖に 

　　　　について様々な実験を行いながら学び、黒糖の

　　　　不思議を一緒に探ります。

 対　象：小学４年生以上（各回ともに定員 10 名）

 受　付：当日開始 30 分前より図書館２階で受付

 問合せ：子ども探究心活性化事業実行員会事務局

(㈱沖縄ＴＬＯ)　Tel.098-895-1701(担当：新田・平田)


